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　鬼北町では、きじを平成４年度から飼育
して、地域振興の柱となる特産品として加
工販売を行っています。
　きじは、さばいた後２日間「熟成」させ
て旨み成分を高め、その成分を「液体急速
凍結」で閉じ込めるという製法なので、い
つでも旬の味覚を味わえます。また、良い
凍結と良い保存状態であるため「長期保存」
が可能。
　愛媛県のブランド産品の認定も受けてい
ます。ぜひ、ご賞味ください。

　鬼北町のきじ肉は
「熟成」 「急速冷凍」 「長期保存」 が

美味しさの秘密！　
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四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
が
、

8
月
25
日
高
松
市
の「
香
川
県
自
治
会
館
」

で
開
催
さ
れ
、
例
年
の
四
国
四
県
町
村
長

大
会
に
か
え
て
開
催
さ
れ
る
「
四
国
四
県

町
村
長
・
議
長
大
会
」
の
開
催
要
綱
を
別

掲
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

首
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
の
仕
組
み

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と

議
長
会
の
要
望
事
項
に
は
若
干
の
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は
町

村
行
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で
あ

り
、
例
え
ば
町
村
財
政
の
充
実
強
化
や
地

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議

　

8
／
25　

高
松
市
で
開
催

方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
道
路
網
の
整
備

促
進
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
国
57
の
町
村

長
と
議
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
立
場
を
超

え
て
共
闘
し
よ
う
。
そ
し
て
、
四
国
の
町

村
の
見
ど
こ
ろ
・
味
ど
こ
ろ
や
自
然
な
ど
、

そ
の
魅
力
や
情
報
を
内
外
に
広
く
発
信
・

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
狙
い
の
も
と
に
、

初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

　

な
お
、
大
会
は
10
月
12
日
㈬
午
後
1
時

30
分
か
ら
香
川
県
自
治
会
館
で
、
別
記
の

大
会
要
綱
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
。

コース
日時

初級コース
中級コース

Ａ Ｂ

Day
１　

８
月
１
日
㈪

10：10
～12：00

自己紹介／挨拶／国籍
質問の仕方／職業

自己紹介／挨拶／国籍
質問の仕方／職業

自己紹介／挨拶／国籍
質問の仕方／職業

13：00
～15：00

書類の記入
健康

日本の生活
町案内

書類の記入
英語の敬語／健康

15：00
～16：00

電話の会話 道案内 道案内

Day
２　

８
月
２
日
㈫

10：00
～12：00

日本の生活
町案内

書類の記入
健康

日本の生活
町案内

13：00
～14：00

道案内 電話の会話
電話の会話
丁寧な表現で用件を聞く

14：00
～15：50

アメリカの文化 アメリカの文化 カナダの文化

四国四県町村長・議長大会開催要綱
　
１　名　　称　　四国四県町村長・議長大会
２　目　　的　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、長と議会の立場

を超えて	「元気溢れる地域をつくる。」	との強い信念の
もと、	町村の抱える重要課題について研修・意見交換・
審議し、その実現のため総力を結集して行動し、多様で
個性豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

　　　　　　　　　併せて四国の町村の魅力について情報発信を行う。
３　主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
４　開催日時　　平成23年10月12日（水）
　　　　　　　　⑴　講　演　13時20分～14時20分
　　　　　　　　　　　「地域再生と基礎自治体の役割」
　　　　　　　　　　　　京都大学教授　　岡田　知弘氏
　　　　　　　　⑵　大会（会議）　14時30分～15時50分
　　　　　　　　⑶　講　演　16時00分～17時10分
　　　　　　　　　　　「四国を襲う巨大南海地震に備えて
	 （東日本大震災を受けて）」
　　　　　　　　　　　　高知大学教授　　岡村　　眞氏
　　　　　　　　⑷　意見交換会　17時30分
５　開催場所　　香川県自治会館7階大会議室
　　　　　　　　　　住所　高松市福岡町二丁目3番2号
　　　　　　　　　　電話　087︲851︲2251
　　　　　　　　　　（意見交換会はマリンパレスさぬき）
６　出 席 者　　四国四県町村長及び町村議会議長　全員
７　審議事項　　◦提案議題　　◦決議
８　大会次第　　⑴　開会のことば　⑵　国歌斉唱　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞（香川県知事、	香川県議会議長、	全国町村

会長、全国町村議会議長会長、四国経済連合会長）
　　　　　　　　⑹　祝電披露　⑺　議長選出
　　　　　　　　⑻　議事・提案議題審議　⑼　決議
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議　⑾　閉会のことば

 

国
際
化
に
向
け
て

 　

英
会
話
研
修
会
を
開
催

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会（
理
事
長
・
白

石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
8
月
1
日
・
2

日
の
両
日
、
え
ひ
め
共
済
会
館
に
お
い
て
、

今
日
の
国
際
化
の
流
れ
に
対
応
し
、
市
町

職
員
が
日
常
必
要
と
す
る
基
礎
的
で
実
践

的
な
英
会
話
を
勉
強
す
る
た
め
、「
平
成
23

年
度
市
町
職
員
英
会
話
研
修
会
」
を
開
催

し
外
国
人
講
師
等
に
よ
り
27
名
が
受
講
し

た
。

　

そ
の
、
内
容
は
次
の
と
お
り
。
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総合事務組合だより

消 防
（単位：円）

（単位：円）

種 別 人 数 金 額

種 別 人 数 金 額

交 通 災 害
（単位：円）

種 別

退 職 手 当

金 額
（単位：円）

人 数

合 計

議員公務災害

合 計

種 別 人 数 金 額

合 計合 計

（単位：円） （単位：円）
金 額積 立 金 種 別 積 立 金 種 別 金 額

【基金積立金会計】 【翌年度繰越金内訳】

（歳入） （歳出） （単位：円）

款
金 額

項項

（単位：円）

歳 入 合 計

款

歳 出 合 計

金 額

1
1 1
2 2
3 1
4 2
5 3

2 4
1 3

3 1
1 2
2 3

4 4
1 5

5 4
1 1

6 5
1 1

7 6
1 1
2
3

災害報償費 1 848,714

758 274,805,635
263,269,000741

0
17

175
4

277

1,094,043,673
3,685,344,295

68,488,858
5,195,173,647

一般職
(282名)

11,536,635団員災害補償費

0 0
0

67,262,286特別職 10
47
41

障害・遺族補償年金
従事者災害補償費
退職報償金

その他退職
定年退職
勧奨退職
普通退職 280,034,535

災害見舞金 397 35,655,000

【平成２２年度　各事業における支払の状況】

公務災害繰越金 478,888
1,259,408,4201,447,583,000

議員公務災害補償基金積立金 5,119,000
自治会館繰越金 2,865,324

消防繰越金 1,893,341
交通災害繰越金 9,421,598

消防賞じゅつ金等基金積立金
交通災害見舞金基金積立金
会館財政調整基金積立金

1,095,051,000
151,866,000
127,529,000
68,018,000

公債費 0

自治会館事業費

退職手当繰越金 1,244,749,269

274,800,635
退職手当事業費

16,026,521

退職手当基金積立金

41,440,051
4,716,444
1,134,358

0

3,600,000

6,352,995,812
306,308,936

議員公務災害事業費

交通災害共済掛金

退職手当負担金
消防負担金

8,050,000
62,537,500

16,026,521

562,855,749

294,400

3,600,000

93,483
114,153,811
114,145,011

5,809,500,971

繰入金

繰越金

財産運用収入

会館使用料

消防基金支出金

1,077,543,778

使用料

自治会館負担金
公務災害負担金

3,777,000,000

1,077,543,778

議員連合会支出金 848,714

275,649,349

財産収入

雑入 3,371,925

預金利子 2,746,282
団体支出金 51,977,182

繰越金

93,483
議会費

5,199,354,369

11,938,101,685

消防基金
等支出金

58,095,389諸収入

基金繰入金 3,777,000,000

　平成２３年度愛媛県市町総合事務組合議会定例会は８月１２日に開催され、平成２２年度決算など１２議案

を上程し、いずれも原案のとおり可決・承認された。決算の概要は、次のとおり。

【平成２２年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出決算】

予備費 0

総務費
総務管理費

事業費

諸支出金

公債費

消防事業費
交通災害事業費

予備費

基金積立金

議会費

10,678,693,265

監査委員費
認定委員会費
審査会費

8,800
0
0

0

4,754,945,000
4,754,945,000

1 負担金
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﹁
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

　
　

２
０
１
１
in
え
ひ
め
﹂

　
　

10
／
13
～
14
に
南
予
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

今
後
の
過
疎
対
策
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、
行
政
関
係
を
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り

関
係
者
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、
幅
広
く

議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相
互

の
情
報
交
換
と
交
流
を
図
る
た
め
、
標
記

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
総
務
省

と
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委

員
会
（
愛
媛
県
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促

進
連
盟
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
本
県
で
の
開
催
は
は
じ
め
て
で
す
。

　

多
く
の
関
係
者
の
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

︻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
︼

1
　
開
催
時
期

　
　

10
月
13
日
㈭
～
14
日
㈮

2
　
開
催
場
所

　

◇
全
大
会
／
交
流
会
（
1
日
目
）

　
　

西
予
市
：
宇
和
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル
／
中
ホ
ー
ル

　

◇
分
科
会
（
2
日
目
）

　
　

第
1
分
科
会　

　
　
　

宇
和
島
市

　
　
　
　

き
さ
い
や
広
場
屋
外
ス
テ
ー
ジ

　
　

第
2
分
科
会　

　
　
　

八
幡
浜
市　

新
町
ド
ー
ム

　
　

第
3
分
科
会

　
　
　

西
予
市　

宇
和
米
博
物
館
講
堂

　
　

第
4
分
科
会

　
　
　

内
子
町　

内
子
座

3
　
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
　
「
過
疎
地
域
の
底
力
～
地
域
再
生
へ

の
新
た
な
決
意
～
」
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4
　
参
加
対
象
者

　
　

過
疎
地
域
市
町
村
職
員
・
議
会
議
員
、

都
道
府
県
職
員
、
学
識
者
、
地
域
づ
く

り
実
践
者
、
過
疎
地
域
住
民
等

︻
参
加
申
込
に
つ
い
て
︼

　

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
郵
送
に
て
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
松

山
支
店
（
運
営
委
託
事
業
者
）
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

※
申
込
書
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/

　
　
　
　

h12900/1195469_3394.htm
l

○
申
込
先

　

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
松
山
支
店

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
8
9
-9
2
1
-5
1
3
1

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
8
9
-9
2
1
-7
1
6
6

■
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委

　

員
会
（
事
務
局
：
愛
媛
県
地
域
政
策
課
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
8
9
-9
1
2
-2
2
6
1

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
8
9
-9
1
2
-2
9
6
9
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第
1
6
5
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、徳
島
県
当
番
に
よ
り
、8
月

30
日
徳
島
市
の
「
ホ
テ
ル
千
秋
閣
」
で
、四

国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
地
元
徳
島
県
の
白
濵
会
長
職

務
代
理
者
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
同
会
長
が
議
長

議
長
全
国
大
会
に

﹁
本
四
連
絡
道
路
の
通
行
料
金
等
﹂を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会　

席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
早
瀬
愛
媛
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

「四国8の字ネットワーク」の早期整備及び
本州四国連絡道路の通行料金等に関する要望

　「四国８の字ネットワーク」は、高度医療施設への緊急搬送や災害時の
輸送などの重要な役割を担うとともに、本州四国連絡高速道路と一体と
なり交流の拡大による産業振興や雇用の拡大、広域観光圏の形成など四
国の発展に真に必要な道路である。
　とりわけ、先の東日本大震災の教訓からも、近い将来発生すると予想
される南海地震等による大災害の際には人命救助や緊急支援物資の輸
送などまさに『命の道』ともなる。
　しかしながら四国内の高規格幹線道路網の現状は、地震の際に津波被
害が懸念される東西両地域にミッシングリンクを抱えており、その早期
整備は四国にとって喫緊の課題である。
　一方、先般国土交通省から発表された、高速道路に対する新しい料金
体系や料金施策においては、本州と四国間の料金は現在よりも大幅な値
上げとなり、今まで我々が求め続けてきた地域間格差からの是正からは
大きく後退し、四国の離島性が助長され、人的交流、経済活性化の観点
において、厳しい状況下におかれることとなる。
　よって、国は次の事項について早急に適切な措置を講じられるよう強
く要望する。

記

１　四国の自立と発展のために必要不可欠である高規格幹線道路網「四
国８の字ネットワーク」の早期実現を図るため、ミッシングリンクに
ついては、国が責任を持って整備計画に位置付け、そのために必要な
財源を確保するとともに、現在暫定２車線となっている区間の４車線
化について１日も早い整備を図ること。
２　本州四国連絡高速道路の効果を十分に発揮させ地域間格差を是正
するため、高速道路の料金については、全国一律料金制度とすること。
　　また、フェリーを始めとする公共交通機関が将来にわたって維持存
続できるよう効果的な支援を実施すること。
３　遅れている四国地方の国道、県道、市町村道については、地域経済
や住民にとって利便性が高く機能的で地域の実情に即した道路網と
して整備を促進するとともに、離島航路の維持存続を図られるよう、
十分な支援を行うこと。

　
　
　

議　
　

事

1
　
第
55
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

森
徳
島
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、協
議
の
結
果
、原

案
（
別
掲
）
の
と
お
り
決
定
し
た
。

2
　
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ

い
て

　
　

玉
地
香
川
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

3
　
第
52
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

森
徳
島
県
事
務
局
長
か
ら
23
年
度
の

研
修
会
の
開
催
概
要
及
び
そ
の
持
ち
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

4
　
次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
24
年
3
月
22
日
に
愛
媛
県

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
町
立
久
万
美
術
館

　
2
0
1
1
年
度
自
主
企
画
展

　「
40
坪
内
晃
幸
展

 

―
追
い
求
め
た「
具
体
」」　

 

　

10
月
1
日
㈯
～
11
月
27
日
㈰

久
万
高
原
町

　

戦
後
の
愛
媛
美
術
が
「
熱
く
燃
え
た
時

代
」
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
6
0
年
代
末

か
ら
70
年
代
、
松
山
市
堀
之
内
の
公
園
で

野
外
展
（
69
、70
年
）
が
開
か
れ
、街
中
で

は
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
た
表
現
活

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
自
由
な
発

想
と
新
し
い
芸
術
の
創
造
に
向
け
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
ほ
ど
、
戦
後
の
愛
媛
美
術
が
「
熱

く
燃
え
た
時
代
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
71
年
、

愛
媛
造
形
作
家
協
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

「
熱
く
燃
え
た
」動
き
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

に
、
具
体
美
術
協
会
会
員
で
あ
っ
た
坪
内

晃
幸
（
1
9
2
7
〜
2
0
0
5
）
が
い
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
坪
内
の
代
表
的
な
作
品

「
40
㌔
」
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
立
体
作
品
、

メ
ー
ル
ア
ー
ト
な
ど
を
展
示
。「
具
体
美

術
」
の
精
神
を
追
求
し
た
表
現
活
動
を
紹

介
す
る
初
の
回
顧
展
で
す
。

　

愛
媛
美
術
の
現
況
は
決
し
て
活
気
が
あ

る
と
は
い
え
な
い
だ
け
に
、
か
つ
て
の
熱

い
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
す
の
も
意

義
深
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

●
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
開
館
）・
祝
日
の
翌
日

●
観
覧
料

　

一　

般 

8
0
0（
5
0
0
）円

　

高
大
生 

5
0
0（
4
0
0
）円

　

小
中
生 

4
0
0（
3
0
0
）円

　
　
（ 
）内
は
団
体（
20
名
以
上
）の
料
金

●
問
い
合
わ
せ　

　

町
立
久
万
美
術
館

　

T
E
L 

0
8
9
2
-2
1
-2
8
8
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　

http：//w
w
w
.kum

akogen.jp/

　
　
　

 　

culture/m
use/

◉
第
41
回 

久
万
林
業
ま
つ
り

　
森
林
を
活
か
せ
！
久
万
高
原
の
新
た
な
挑
戦
。

　

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰　

メ
イ
ン
会
場
／
久
万
公
園
お
ま
つ
り
広
場

　

林
業
の
ま
ち
久
万
高
原
を
家
族
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
木︵
こ
︶だ
わ
る

○
林
業
総
合
資
料
展

○
親
子
木
工
広
場

○
災
害
時
仮
設
を
兼
ね
た
久
万
材
簡
単
ハ

ウ
ス
の
展
示

○
木
（
こ
）
だ
わ
り
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

○
「
久
万
高
原
の
家
」
モ
デ
ル
住
宅
構
造

見
学
会
（
国
道
33
号
沿
い
久
万
中
学
校

近
く
）

○
木
材
記
念
市
（
県
森
連
・
森
林
組
合
・

㈱
久
万
木
材
市
場
）

◆
秋
の
味
覚
で

　

こ
こ
ろ
も
お
腹
も
満
腹

○
も
ぎ
た
て
の
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
し
い

た
け
、
高
原
野
菜
な
ど
旬
の
農
林
産
物

が
並
び
ま
す
。

○
懐
か
し
の
お
ふ
く
ろ
の
味
や
地
元
産
品

を
い
か
し
た
素
朴
な
加
工
品
も
目
玉
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
﹈

　

久
万
高
原
町
役
場
森
林
林
業
課
内

　

久
万
林
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
8
9
2
（
21
）
1
1
1
1

「久万高原の家」モデル住宅構造
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８
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
23
年
度
市
町
職
員
英
会
話

研
修
会
（
2
日
ま
で
）

▽
4
日
＝
第
43
回
全
国
交
通
災
害
共
済
組

合
連
絡
協
議
会
総
会
、
㈶
愛
媛
県
市
町

振
興
協
会
評
議
員
選
定
委
員
会
、
自
民

党
組
織
・
政
調
合
同
会
議
及
び
知
事
と

の
意
見
交
換
会
（
八
幡
浜
ブ
ロ
ッ
ク
）

▽
10
日
＝
第
1
回
愛
媛
県
原
子
力
防
災
対

策
検
討
協
議
会
幹
事
会
、
愛
媛
県
市
町

振
興
協
会
会
計
監
査

▽
11
日
＝
愛
媛
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

組
合
議
会
、
自
民
党
組
織
・
政
調
合
同

会
議
及
び
知
事
と
の
意
見
交
換
会
（
宇

和
島
ブ
ロ
ッ
ク
）、指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
研
修
会
に
向
け
て
の
第
1
回
担

当
者
会
議

▽
12
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
18
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
第
96
回
通
常

総
会
、
愛
媛
県
農
業
会
議
8
月
常
任
会

議
員
会
議
、
第
4
回
え
ひ
め
愛
顔
の
助

け
合
い
基
金
運
営
委
員
会

▽
24
日
＝
自
民
党
組
織
・
政
調
合
同
会
議

及
び
知
事
と
の
意
見
交
換
会
（
松
山
ブ

ロ
ッ
ク
）

　　
不
況
と
秋
の
虫
の
音

　

8
月
末
、
朝
晩
は
少
し
だ
け
秋
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
甲
高
い
蝉
の
鳴
き
音

の
猛
暑
か
ら
、
鈴
虫
の
音
色
は
小
さ
な
秋

を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
今
や

日
本
の
四
季
も
気
象
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ

つ
つ
あ
る
が
、
や
さ
し
い
自
然
の
変
化
は

有
り
が
た
い
。『
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
』、

暑
さ
も
後
20
日
ほ
ど
の
辛
抱
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
円
高
と
同
時
株

安
の
流
れ
は
、
止
ま
る
事
を
忘
れ
た
か
の

よ
う
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
、

復
興
の
頑
張
り
に
追
い
打
ち
を
掛
け
て
来

る
様
は
、
今
夏
の
猛
暑
と
と
も
に
や
り
き

れ
な
い
。
政
府
の
借
金
が
9
0
0
兆
円
と

世
界
一
番
の
借
金
大
国
日
本
へ
の
円
高
攻

勢
で
あ
る
が
、
国
債
の
格
付
け
は
Ａ
ａ
3

に
下
が
っ
た
。
日
本
は
個
人
資
産
約
1
，

5
0
0
兆
円
を
は
じ
め
、
企
業
現
金
・
預

金
、
国
家
財
産
約
1
，
0
0
0
兆
円
を
有

す
る
国
内
原
資
で
の
国
債
で
あ
る
。
他
国

か
ら
の
融
通
資
金
国
債
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
、

米
国
と
は
異
な
る
が
、
借
金
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

1
ド
ル
76
円
台
、
昭
和
年
代
の
1
ド
ル

3
6
0
円
時
代
と
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

「
幸
せ
」
を
物
や
金
銭
で
測
る
も
の
で
は

な
い
が
、
日
本
人
皆
が
プ
ー
ル
つ
き
豪
邸

に
住
む
ほ
ど
金
持
ち
で
は
な
い
。
未
だ
に

餓
死
者
が
出
た
り
、
完
全
失
業
率
4
・
7

％
、
経
済
環
境
か
ら
将
来
に
希
望
を
持
て

ず
自
殺
す
る
者
も
多
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
懸
命
な
日
常
を
過
し
、
他
に
類
の
な
い

超
高
齢
社
会
に
向
け
て
の
流
れ
に
甘
ん
じ

て
い
る
。裏
側
で
は
、桜
の
花
見
、夏
祭
り

に
興
じ
、
紅
葉
狩
り
、
雪
見
酒
、
メ
タ
ボ

対
策
の
ジ
ム
通
い
、
今
日
的
に
は
大
の
大

人
が
某
流
俳
優
の
追
っ
か
け
に
必
死
な
姿

等
々
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
で
は
な
い
が
、
長

期
バ
カ
ン
ス
に
も
入
れ
な
い
日
本
人
蟻
が

少
し
だ
け
わ
が
ま
ま
を
し
て
い
る
程
度
で

あ
る
。
国
際
社
会
で
は
、
法
外
な
円
高
に

産
業
界
が
苦
し
む
中
、
ま
た
借
金
を
重
ね

な
が
ら
世
界
第
2
位
を
鼓
舞
す
る
経
済
大

国
へ
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
42
億
ド
ル
出
し
、
国
連

負
担
金
は
、
米
国
に
次
い
で
2
番
目
の
負

担
役
割
を
滞
納
な
く
果
た
し
て
い
る
。

　

当
面
の
と
こ
ろ
“
人
材
”
し
か
持
ち
合

わ
せ
が
な
い
日
本
。
高
校
生
ま
で
は
世
界

ト
ッ
プ
級
の
学
力
を
保
持
す
る
多
く
の
若

者
に
は
、
国
際
社
会
へ
出
て
、
自
国
の
主

張
、『
Ｙ
Ｅ
Ｓ
』、『
Ｎ
Ｏ
』
を
明
確
に
し
た

意
思
表
示
（
相
手
の
顔
を
見
て
）
を
展
開

し
て
ほ
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
外
留

学
生
の
減
少
、
海
外
企
業
戦
士
の
減
少
傾

向
が
、
気
が
か
り
な
時
代
で
も
あ
る
。

　

8
月
31
日
新
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
た
。

奇
し
く
も
生
活
に
苦
し
む
人
の
割
合
を
示

す
相
対
的
貧
困
率
（
16
％
＝
厚
生
労
働
省

の
国
民
生
活
基
礎
調
査
）
は
、
過
去
最
悪

と
出
た
。
東
日
本
の
み
な
ら
ず
日
本
列
島

が
元
気
で
不
況
・
暑
気
を
飛
ば
し
、
皆
が

本
番
の
秋
月
を
眺
め
、
静
か
に
秋
の
虫
の

音
を
聞
く
風
情
に
浸
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
、
流
れ
は
八
方
と
も
厳
し
い
が
、
未
来

に
向
け
て
辛
抱
の
時
か
も
…
。

�

（
Ｔ
）

　
「
賢
い
人
間
は
、

　

 

愚
者
が
賢
い
人
間
か
ら
学
ぶ
よ
り
も
、

　

�　
　

一
層
多
く
愚
者
か
ら
学
び
と
る
」

　
　
　
　
（
カ
ト
ー　

ロ
ー
マ
の
政
治
家
）

一

筆

▽
25
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
、
公
益
法
人
移
行
セ
ミ
ナ
ー
、
第
54

回
愛
媛
県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会

定
例
評
議
員
会

▽
26
日
＝
第
30
回
愛
媛
県
特
用
林
産
教
育

振
興
協
議
会
通
常
総
会

▽
29
日
＝
第
1
3
0
回
愛
媛
県
都
市
計
画

審
議
会

▽
30
日
＝
第
1
6
5
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会

▽
31
日
＝
愛
媛
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
推
進
委
員
会
、
自
民
党
組
織
・
政
調

合
同
会
議
及
び
知
事
と
の
意
見
交
換
会

（
西
条
ブ
ロ
ッ
ク
）

分権時代分権時代に期待される議会・議員活動の指針

議 員 必 携
定価 2,940円

編集　全国町村議会議長会

お申込みは議会事務局へ


